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80 鎌　　田　泰　彦
　Ila型は大部分が泥をもたない砂で構成され，、一部礫質砂が含まれる。Ilb型は湾奥東半部
の底質によって識別されたもので，多少の泥を混じている。両者の境界は流速比の0．2～0．5の
等値線附近にあり，とくにIla型は中間型水系の支配下に分布している堆積物である。　またこ
のIIa型に属する砂質堆積物は，島原海湾層雪）とよばれる洪積層が，海底の浸食によって洗出
されているものと推定される。
　熊本側沿岸水の発達する地域の底質の大部分はma型のsilty　sandである。緑川河口沖には
IIlb型の小分布も認められ，ここでは河口より沖合に向いIIlb→IIla→Ilb→Ila→Vの漸移的
な底質変化が認められる。この変化は水深の増加するにつれて堆積物が粗粒になることを示す
もので，海水の流速に順応したものであることは明らかである。菊池川河口沖ではIlbを欠い
ており，沖合に向ってIIlaより急激にIlaに変化する。
　湾奥の西半部はIIIb型の泥質堆積物で特徴づけられる。これは有明海ではもっとも細粒の堆
積物で，一般にはガタと呼ばれ，干潮時の干潟において露出する。最近では，土木工学での慣
例にしたがってr有明粘土」と呼ばれている1）。またこの有明粘土からなる地層（有明粘ニヒ
層）は最大50mの厚さをもつ沖積層であり，その下限の絶対年代は約9，000年B．P．前後と推定
されている霊）。
　この湾奥部のIIIb型は，湾内でもっとも流速の遅い，沿岸水が発達する地域に分布する堆積
物であるが，主な供給源は筑後川であって，川口より排出した微細粒子は湾内環流により反時
計廻りに西側に運ばれ，流速を減じた沿岸水の下で沈積することが考えられる。星野通平
（1952）5）は，有明海において泥質堆積物が両側に分れて分布する異常性は，満潮時に河川の
影響の強い低蝋水が両岸に圧迫されてしまうことに起因すると説明している。
7．底質と生物遺骸群集との関係
　浅海堆積物中に含まれる大型の生物遺骸群集の代表者は貝類である。島原一長洲線以北にお
ける底質と貝類遺骸の分布との関係については，かって簡単に述べたことがある。9）また有明
海全般の貝類相については，波部忠重・田中彌太郎（1959）4）の詳細な報告がある。これらの
報告に基づいて考察すれば，およそ次のような堆積型と遺骸群集との関係が知られる。
　湾奥のIIlb型に属する泥質分布域では，強内湾性の貝類群集が自生堆積をしており，Thθo－
74伽δ戸oαシズクガイ，R46如1知んh切如チヨノハナガイ，P召ρh毎瑚4π如如イヨスダ
レ，y自6紹吻01ρα痂‘錫ヒメカノコアサリ，1～初9瑠彪40μ僻♂sマメウラシマがその主要構
，成腫である。熊本沿岸の菊池川口に近いIIIa型のsilty　sandの底質には，上記の内湾性種が
少なくなり，・4房伽α肋nσ脚7卿シロバトガィ，1レ1yα407α∫伽‘伽o諏ミカドカタピラガ
ィなどが多くなる。また緑川口に近いIIlb型の泥質中には・4」％”伽50ガσn％5ケシトリガィが
豊富に含まれる。
　湾央部のIla～Ilb型の砂質堆積物には，05’7即カキの破片や，ハ40410！％560噸∫％3ピ・
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一ドマクラの死設がきわめて豊富に含まれる。その他の貝類では，C郷s碗o〃漉s紹耀ε入
ダレモシォ，C〃σ魏y3α3．ρθ7躍4畝ヒナノヒオウギ，∠4痴3040π如go躍4げイソカゼなどが多
い。また単体珊瑚の、酬500≠700h％5（Cン」∫％4〆oρhツ〃幼加n珈麗YABE　and　EGuc田が共産
するのは特徴的である。この珊瑚は陸上では島原半島の南端に近い，南有馬町原城趾の大江貝
層（後期洪積世）に化石として含まれている。しかし，この海底の砂質堆積物（島原海湾層）
は，大江貝層よりも新しい地層であるという見解が出されている。1）有明海以外の海底からは，
天草富岡半島附近の砂質堆積物より発見されている。口）
　湾口部のV型の礫質堆積物には，貝類遺骸は量も種類も少なくなるが，波部・田中によれ
ば，種の構成は外洋的傾向が強くなるという。
結 語
　有明海全域にわたって採取された，80の底質試料の粒度分析を行った結果，浅海性の海底堆
積物の本質的な特徴を，この地域においても再確認することができた。粒度の変化にともなう
堆積物の構成粒子の集合状態には，各地とも共通性をもっている。粒径中央値が砂質から泥質
に移る附近（Mdφが4～5）や，砂質から礫質に移る附近（Mdφが一1～一・2）には，分級
のよい部分を欠いているのは著しい特性である。これまで個々の粒子の流体中における運動型
式は，内外の多くの学者によって明らかにされているが，粒径に広い範囲をもつ粒子の集団の
堆積機構については，今後もあらゆる角度から検討する必要がある。
　また有明海には，現在の海況に支配されて沈積した堆積物と，未凝固の洪積層が海底浸食に
よって洗出された残留物とが共存する。このような海域では，海底堆積物のすべてをr現世堆
積物」として解釈する訳にはいかず，ここでも第四紀学の導入（地史学的なものの考え方）が
不可欠である。従って，今後は，堆積物中の化石群集や重鉱物組成などを明らかにすることに
よって，物質の供給源をたどる必要があろう。
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